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一
、
は
じ
め
に

　
本
論
は
、
江
戸
時
代
の
曹
洞
宗
の
学
僧
・
瞎
道
本
光
（
一
七
一
〇

〜
一
七
七
三
、
指
月
慧
印
﹇
一
六
八
九
〜
一
七
六
四
﹈
の
資
）
の
著

作
で
あ
る
『
室
内
聯
灯
秘
訣
』
の
検
討
を
通
し
て
、
瞎
道
に
よ
っ
て

示
さ
れ
た
室
内
作
法
の
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

二
、『
室
内
聯
灯
秘
訣
』
解
題

　『
室
内
聯
灯
秘
訣
』
で
あ
る
が
、
先
行
研
）
1
（
究
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
三

年
（
一
七
五
三
）、
瞎
道
四
三
歳
の
時
に
『
室
内
聯
灯
秘
訣
』
を
述

し
、
そ
の
翌
年
に
埼
玉
皎
心
寺
に
寄
寓
し
て
同
書
を
繕
写
、
更
に
同

年
に
埼
玉
広
福
寺
の
授
戒
会
を
修
行
し
た
後
で
、
向
陽
庵
に
て
『
禅

戒
口
訣
或
問
』
の
草
稿
を
著
し
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
『
聯
灯
秘
訣

集
』
に
し
た
と
さ
れ
る
。

　
今
回
の
研
究
で
は
、
愛
知
学
院
大
学
図
書
館
蔵
・
同
禅
研
究
所
配

架
の
江
戸
期
写
本
（
具
体
的
な
写
本
時
期
は
不
明
な
る
も
、
紙
質
・

筆
致
な
ど
か
ら
江
戸
中
期
頃
と
判
断
）
に
よ
っ
て
研
究
を
行
う
。
当

写
本
は
二
冊
本
で
あ
り
、
内
外
の
題
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
通
り
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
一
冊
目
外
題
『
聯
燈
秘
訣
集
　
乾
之
初
部
』

　
　
　
　
　
内
題
『
室
内
聯
燈
秘
訣
』

　
　
二
冊
目
外
題
『
禪
戒
口
訣
集
　
乾
之
後
部
』

　
　
　
　
　
内
題
『
禪
戒
口
訣
或
問
』

　
以
上
か
ら
、
当
写
本
は
先
行
研
究
の
指
摘
と
は
異
な
り
、『
聯
灯

瞎
道
本
光
『
室
内
聯
灯
秘
訣
』
の
研
究

菅
　
　
原
　
　
研
　
　
州
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秘
訣
集
』
と
『
禅
戒
口
訣
集
』
と
い
う
二
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

て
、
統
合
す
る
題
は
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
更
に
、
こ
の
二
冊

は
そ
れ
ぞ
れ
「
乾
之
初
部
・
後
部
」
と
な
っ
て
お
り
、
当
然
に

「
坤
」
に
該
当
す
る
部
分
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
本
学
図
書
館
に
は
所

蔵
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
論
で
は
一
冊
目
の
『
室
内
聯
灯
秘
訣
』
の
研
究
を
行

い
、『
禅
戒
口
訣
或
問
』
は
別
の
機
会
に
成
果
を
発
表
す
る
予
定
で

あ
る
。

　『
聯
灯
秘
訣
集
　
乾
之
初
部
』
は
以
下
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

項
目
の
題
が
あ
る
と
き
は
そ
れ
を
用
い
、
な
い
場
合
に
は
筆
者
が
便

宜
的
に
付
し
、
書
体
を
変
え
て
差
異
を
表
現
し
た
。

　
・
聯
灯
秘
訣
集
題
辭

　
・
室
内
聯
灯
秘
訣
（
本
文
）

　
　
　
洒
水
　
竪
継
　
横
継
　
嬰
兒
行
　
祥
鷄
〈
未
考
典
拠
〉

　
　
　
續
松
　
秘
書
　
勃
陀
勃
地
　
合
血

　
　
　
入
室
之
夜
合
血
了
畢
（
※
伝
法
式
口
訣
も
含
む
）

 

『
三
物
』
書
式
参
究
　
吉
祥
高
祖
之
嗣
原
文
マ
マ

　

　
　
　
問
勃
駄
勃
地
（
※
三
物
に
関
す
る
口
訣
も
含
む
）　
烏
八
旧

　
・
跋
（
本
光
叟
自
跋
）

　
以
上
か
ら
、
本
書
は
宗
門
の
伝
法
作
法
で
あ
る
『
伝
法
室
内
式

（
以
下
「
作
法
書
」
と
略
）
2
（
記
）』
の
口
訣
集
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
作
法
書
」
に
は
本
文
中
に
「
口
訣
有
り
」
な
ど
の
註
記
が
複
数
存

在
し
、
つ
ま
り
、
各
法
系
室
中
に
お
け
る
「
口
訣
」
に
よ
っ
て
補
完

さ
れ
る
こ
と
で
、
初
め
て
形
式
・
内
容
と
も
に
揃
う
も
の
で
あ
る
。

従
来
、
万
仞
道
坦
（
一
六
九
八
〜
一
七
七
五
）
の
『
室
内
三
物
秘
弁

（
以
下
『
三
物
秘
弁
』
と
略
記
）』（
宝
暦
年
間
﹇
一
七
五
一
〜
一
七

六
四
﹈
成
立
）、
面
山
瑞
方
（
一
六
八
三
〜
一
七
六
九
）
の
『
伝
法

室
内
密
示
聞
記
（
以
下
『
密
示
聞
記
』
と
略
記
）』（
享
保
一
五
年

﹇
一
七
三
〇
﹈
よ
り
後
に
成
立
）（
両
著
と
も
に
『
曹
全
』「
室
中
」

巻
所
収
）
が
、
口
訣
を
明
文
化
し
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

が
、
今
回
の
研
究
を
通
し
て
更
に
瞎
道
が
伝
え
た
口
訣
も
加
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
面
山
は
、『
密
示
聞
記
』
に
て
明
峰
下
の
口
訣
を
批
判
し
、
峨
山

派
（
具
体
的
に
は
太
源
派
）
の
口
訣
を
重
視
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し

て
い
る
が
、
本
書
も
ま
た
瞎
道
の
法
系
か
ら
す
れ
ば
峨
山
派
（
具
体

的
に
は
通
幻
派
の
天
真
自
性
系
）
に
な
る
と
い
え
る
。
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三
、
瞎
道
の
執
筆
態
度
に
つ
い
て

　
瞎
道
に
よ
る
本
書
成
立
の
経
緯
を
考
察
し
た
い
。

　
　
去
シ
癸
酉
冬
信
順
ノ
具
壽
三
四
輩
、
本
山
二
聚
會
。
有
ル
夜
間

更
深
テ
同
歩
同
運
シ
テ
予
カ
之
面
前
ニ
来
テ
〈
中
略
〉
三
拜
シ

位
ニ
依
テ
而
立
ツ
。
曲
躬
叉
手
シ
テ
又
合
掌
シ
密
ニ
予
ニ
語
テ

曰
ク
、
我
等
先
ニ
某
師
ノ
室
ニ
入
ル
ト
雖
ド
モ
、
儀
軌
口
訣
等

實
ニ
未
穏
在
ン
。
此
開
戒
會
中
、
諸
師
我
等
ノ
為
、
密
懐
ヲ
開

テ
而
戒
儀
幷
室
内
ノ
口
訣
、
一
物
遺
サ
ズ
シ
テ
示
誨
セ
）
3
（

ヨ
。

　
こ
の
よ
う
に
あ
っ
て
、
癸
酉
（
宝
暦
三
年
﹇
一
七
五
三
﹈）
の
冬

安
居
の
時
で
あ
ろ
う
が
、
本
山
（
具
体
的
な
場
所
は
不
明
）
で
の
授

戒
会
に
合
わ
せ
て
、
各
地
よ
り
随
喜
し
た
僧
侶
の
中
に
、
室
内
の
儀

軌
に
自
信
が
無
い
者
が
い
て
、
そ
の
者
達
の
求
め
に
応
じ
て
瞎
道
が

説
い
た
室
内
儀
規
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
既
に
前
項
で

採
り
上
げ
た
よ
う
に
、
本
書
は
翌
年
（
宝
暦
四
年
）
春
（
本
書
奥
書

か
ら
、
二
月
一
八
日
と
判
断
で
き
る
）
に
推
敲
の
上
、『
禅
戒
口
訣

或
問
』
と
合
冊
さ
れ
て
後
代
に
伝
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
本

書
に
よ
れ
ば
瞎
道
の
密
授
を
書
き
記
し
た
僧
が
い
た
よ
う
で
、
そ
の

者
は
書
写
記
録
を
渡
し
な
が
ら
瞎
道
に
考
訂
し
て
く
れ
る
よ
う
に
望

ん
だ
。
つ
ま
り
、
現
在
伝
わ
る
本
書
は
、
瞎
道
本
人
の
考
訂
が
及
ん

だ
内
容
で
あ
り
、
瞎
道
が
伝
え
た
室
内
儀
規
を
良
く
表
し
て
い
る
と

判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

四
、『
室
内
聯
灯
秘
訣
』
各
項
目
に
つ
い
て

　
以
下
は
本
書
本
文
の
各
項
目
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
そ
の

際
、『
三
物
秘
弁
』『
密
示
聞
記
』
等
と
対
応
す
る
箇
所
が
あ
れ
ば
、

そ
の
比
較
を
行
い
な
が
ら
、
本
書
の
特
徴
を
際
立
た
せ
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

①
洒
水

　
洒
水
の
項
目
の
冒
頭
、「
法
は
戒
儀
の
如
し
」
と
あ
る
。
こ
れ

は
、
永
平
道
元
が
将
来
さ
れ
た
『
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
（
以
下

『
菩
薩
戒
作
法
』
と
略
記
）』
の
よ
う
に
洒
水
を
行
う
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。『
菩
薩
戒
作
法
』
に
は
、「
順
逆
洒
水
」
と
「
四
方
洒
水
」

と
二
つ
の
作
法
が
あ
る
が
、
冒
頭
で
は
道
場
の
結
界
が
目
的
で
あ
る

た
め
、「
順
逆
洒
水
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
な
お
、『
菩
薩
戒
作

法
』
で
は
教
授
師
が
行
う
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
で
は

「
師
資
随
逐
」
と
あ
っ
て
、
師
が
洒
水
し
そ
の
後
を
弟
子
が
就
い
て
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い
く
こ
と
に
な
る
。

　
な
お
、
洒
水
は
伝
法
道
場
に
弟
子
が
入
っ
て
く
る
こ
と
で
始
ま
る

が
、
そ
の
際
、「
但
シ
聯
燈
之
夜
、
資
諸
堂
行
香
了
、
将
ニ
室
ニ
入

ン
ト
之
時
、
師
、
逆
迎
シ
テ
而
灌
頂
受
職
セ
ル
。
是
レ
之
ヲ
師
ハ
裏

頭
自
リ
弟
子
ヲ
見
、
資
ハ
頂
𩕳
自
リ
師
父
ヲ
拝
ス
ト
）
4
（
謂
」
と
い
う
口

訣
が
あ
り
、
つ
ま
り
幕
が
張
ら
れ
た
伝
法
道
場
に
入
ろ
う
と
す
る
弟

子
を
師
の
側
が
迎
（
逆
迎
）
え
、
に
わ
か
に
灌
頂
す
る
こ
と
を
い
う

が
、
そ
れ
を
『
正
法
眼
蔵
』「
面
授
」
巻
の
一
節
「
一
言
い
ま
だ
領

覧
せ
ず
、
半
句
い
ま
だ
不
会
せ
ず
と
い
ふ
と
も
、
師
、
す
で
に
裏
頭

よ
り
弟
子
を
み
、
弟
子
、
す
で
に
頂
𩕳
よ
り
師
を
拝
し
き
た
れ
る

は
、
正
伝
の
面
授
な
）
5
（

り
」
を
も
っ
て
解
釈
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
だ

と
い
え
る
。

　
当
該
の
一
節
は
、
卍
山
道
白
（
一
六
三
六
〜
一
七
一
五
）
が
『
洞

門
衣
袽
集
』
の
問
答
「
第
六
）
6
（

件
」
に
お
い
て
未
悟
嗣
法
の
典
拠
と
し

て
採
り
上
げ
て
以
来
、
天
桂
伝
尊
（
一
六
四
八
〜
一
七
三
五
）
な
ど

か
ら
の
反
論
を
呼
ぶ
な
ど
し
た
。
し
か
し
、
瞎
道
は
当
該
の
一
節
を

儀
礼
に
導
入
す
る
こ
と
で
、
道
元
が
同
巻
で
示
そ
う
と
し
た
本
旨

を
、
卍
山
等
に
よ
る
悟
未
悟
の
議
論
の
外
側
に
置
い
て
回
復
さ
せ
た

と
指
摘
で
き
よ
う
。
な
お
、
瞎
道
の
主
著
で
あ
る
『
正
法
眼
蔵
却
退

一
字
参
』「
面
授
」
巻
で
は
、
当
該
の
一
節
を
室
内
の
作
法
と
関
連

さ
せ
て
論
じ
た
形
跡
は
な
い
。
ま
た
、『
密
示
聞
記
』
で
も
こ
の
一

節
を
引
く
が
、
そ
れ
は
面
授
の
意
義
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
り
、
本

書
の
よ
う
に
伝
法
作
法
と
関
連
さ
せ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

②
竪
継

　
作
法
書
で
は
「
奇
拝
」
と
も
呼
ば
れ
る
礼
拝
法
で
あ
る
が
、
本
書

本
項
に
お
い
て
は
そ
の
名
称
は
用
い
ら
れ
ず
、
師
が
立
つ
東
、
弟
子

が
立
つ
西
の
双
方
に
意
義
が
あ
り
、
ま
た
、
坐
具
の
敷
き
方
の
問
題

で
、
面
授
に
お
け
る
師
資
の
次
第
を
明
ら
か
に
す
る
礼
拝
だ
と
指
摘

し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
入
室
之
夜
合
血
了
畢
」
項
に
、
再
度
「
竪

継
」
の
こ
と
が
採
り
上
げ
ら
れ
、
そ
こ
で
は
「
奇
拝
」
の
名
称
を
挙

げ
つ
つ
礼
拝
作
法
に
つ
い
て
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
本
項
の
特
徴
と
し
て
は
、
竪
継
の
意
義
を
「
應
ニ
師
資
面

授
ノ
次
第
分
明
覿
面
ナ
ル
コ
ト
ヲ
忘
レ
ザ
ル
ベ
シ
」
と
し
、
ま
た
、

「
之
ヲ
竪
ニ
三
世
ニ
徹
ス
ル
之
端
的
ト
謂
也
。
故
ニ
修
證
即
不

無
）
7
（
ト
」
と
さ
れ
、
修
証
観
に
還
元
し
て
捉
え
直
し
て
い
る
こ
と
も
指

摘
で
き
よ
う
。
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③
横
継

　
作
法
書
で
は
「
超
宗
越
格
拝
」
と
も
呼
ば
れ
る
礼
拝
法
で
あ
る

が
、
本
書
で
も
そ
の
名
称
に
つ
い
て
指
摘
し
、
そ
の
意
義
と
し
て

は
、
師
資
が
東
西
に
並
立
し
て
北
面
に
三
拝
す
る
こ
と
と
、
師
資
が

左
右
か
ら
同
時
に
進
前
し
て
焼
香
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
前
者
を
「
師
東
資
西
ナ
ル
者
、
不
次
之
次
、
而
モ
竝
ヒ
立
テ
面
北

ス
ル
者
、
父
子
同
ジ
ク
不
傳
之
上
位
ニ
入
ル
コ
ト
之
機
軸
而
已
）
8
（
也
」

と
し
て
、
師
資
の
一
体
な
る
境
涯
と
し
、
面
を
北
に
し
て
礼
拝
す
る

意
義
と
し
て
は
、
北
が
如
来
涅
槃
大
寂
静
の
地
で
あ
る
こ
と
を
示
す

か
ら
、
そ
の
「
不
傳
之
上
位
」
に
、
師
資
と
も
に
向
か
う
作
法
に
お

い
て
師
資
一
体
で
無
差
別
を
示
す
と
い
う
。

　
後
者
は
「
同
時
燒
香
ハ
則
師
資
ノ
身
心
不
染
汚
）
9
（

也
」
と
あ
っ
て
、

無
分
別
に
な
さ
れ
る
焼
香
に
よ
り
、
師
資
お
互
い
の
身
心
が
不
染
汚

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
不
染
汚
の
修
証
を
よ
く
表
現
し
た
作
法
で
あ

る
と
い
え
る
。

④
嬰
兒
行

　
作
法
書
で
は
「
膝
行
七
歩
」
と
も
呼
ば
れ
る
作
法
で
あ
る
が
、
師

よ
り
『
嗣
書
』
を
受
け
る
資
が
、
膝
立
ち
で
資
の
下
ま
で
向
か
う
歩

き
方
を
指
す
。
そ
こ
で
、
本
書
で
は
『
宝
鏡
三
昧
』
に
お
け
る
「
五

相
完
具
の
如
来
児
」
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
が
、
面
山
『
密
示
聞

記
』
で
は
「
五
相
完
具
の
如
来
児
」
の
典
拠
に
な
る
『
大
般
涅
槃

経
』「
嬰
児
行
品
」
に
の
み
言
及
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
点
で
明
ら

か
に
相
違
し
て
い
る
。
な
お
、
本
書
で
は
当
作
法
の
意
義
に
つ
い

て
、
受
者
で
あ
る
資
が
「
五
相
完
具
の
如
来
児
」
と
し
て
自
ら
「
瞿

曇
」
に
な
る
こ
と
だ
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
作
法
で
は
、

師
の
下
に
就
い
た
資
の
袈
裟
角
を
取
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
瞿
曇

そ
の
も
の
に
な
っ
た
資
の
袈
裟
を
返
す
こ
と
で
、
今
度
は
俗
名
に

戻
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
。
実
際
、
作
法
書
で
は
、『
嗣

書
』
の
授
与
と
磨
頂
の
儀
が
終
わ
っ
て
か
ら
六
歩
戻
り
、
袈
裟
を
直

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
動
作
か
ら
は
、
如
来
の
境
涯

に
安
住
せ
ず
に
、
衆
生
教
化
に
邁
進
す
る
よ
う
に
促
す
目
的
が
あ
る

と
い
え
る
。

　
な
お
、「
入
室
之
夜
合
血
了
畢
」
項
で
は
、
嬰
兒
行
に
つ
い
て
再

度
詳
細
な
問
答
が
記
載
さ
れ
、「
膝
行
七
歩
」「
磨
頂
」
な
ど
の
意
義

を
掘
り
下
げ
、
前
者
は
「
七
」
と
い
う
数
字
に
こ
だ
わ
り
、「
七

仏
」「
周
行
七
歩
」「
七
財
」
な
ど
に
共
通
す
る
も
の
だ
と
し
て
衆
生

を
超
越
し
た
仏
と
し
て
の
作
法
の
特
徴
を
強
調
し
た
。
後
者
に
つ
い
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て
は
「
師
、
資
ノ
頂
ヲ
磨
ス
ル
、
之
ヲ
囑
累
慰
諭
ト
）
10
（
謂
」
と
し
て
い

る
が
、『
妙
法
蓮
華
経
』「
嘱
累
品
」
な
ど
で
磨
頂
の
儀
が
見
え
る
こ

と
を
受
け
て
の
内
容
だ
と
い
え
よ
う
。

⑤
祥
鷄
〈
未
考
典
拠
〉

　
作
法
書
で
は
「
二
頭
祥
鷄
点
火
燭
」
と
呼
ば
れ
る
作
法
で
あ
る
。

本
書
で
は
割
注
で
「
未
考
典
拠
」
と
は
し
て
い
る
が
、
洞
門
室
内
に

所
伝
さ
れ
る
『
空
塵
書
』
の
名
前
を
挙
げ
て
、
同
書
中
に
分
明
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
実
際
に
、『
空
塵
書
』
は
こ
の
一
句
を
採
り
上
げ

註
釈
す
る
も
の
で
あ
）
11
（

る
。

　
そ
こ
で
、
作
法
と
し
て
は
師
と
資
と
で
と
も
に
松
燭
を
持
ち
、

『
嗣
書
』
の
名
字
を
照
ら
す
も
の
で
あ
る
が
、
作
法
の
解
釈
は
「
⑥

續
松
」
に
詳
細
が
記
載
さ
れ
、
本
項
で
は
二
頭
の
祥
鷄
が
、
師
資
を

示
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
資
が
迷
悟
何
れ
の
段
階
に
お
い
て
も
、

師
の
「
啄
」
に
よ
っ
て
と
も
に
目
覚
め
て
い
く
こ
と
を
指
す
と
い

う
。
い
わ
ば
、
文
字
通
り
の
無
師
独
悟
を
否
定
し
、
面
授
の
意
義
を

説
く
文
脈
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

⑥
續
松

　
續
松
の
語
に
つ
い
て
、「
若
シ
續
カ
ズ
ン
ハ
燭
火
微
ニ
タ
ラ
）
12
（
ン
」

と
し
、
伝
灯
の
重
要
性
を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
作
法
で
行
う

『
嗣
書
』
の
名
字
を
照
ら
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
名
字
と
は
「
摩
訶

般
若
波
羅
蜜
」
で
あ
り
「
佛
母
法
母
一
切
賢
聖
母
生
母
」
と
三
宝
に

と
っ
て
の
母
で
あ
る
と
し
、「
纔
ニ
名
字
ヲ
知
レ
ハ
則
、
佛
性
明
見

ノ
端
的
底
時
）
13
（
也
」
と
し
た
。
い
わ
ば
、
受
者
本
人
が
、
自
ら
が
何
故

に
仏
性
を
得
て
祖
師
位
に
登
っ
た
か
を
よ
く
自
覚
さ
せ
、
そ
の
本
源

を
示
す
こ
と
が
、
名
字
を
照
ら
す
作
法
の
意
義
だ
と
い
え
る
。

⑦
秘
書

　
秘
書
に
つ
い
て
、『
三
物
秘
弁
』
で
は
古
来
『
参
同
契
』『
宝
鏡
三

昧
』『
五
位
顕
訣
』
を
授
け
た
が
、
中
古
以
来
「
大
事
図
」
に
な
っ

た
と
し
て
い
る
。
一
方
『
密
示
聞
記
』
で
は
「
世
ニ
斷
紙
ト
云
物
ア

リ
」
と
し
て
、
室
中
で
伝
授
さ
れ
る
「
切
紙
」
が
あ
る
と
し
な
が
ら

も
、
そ
の
批
判
を
し
て
い
る
。
本
書
で
は
面
山
の
見
解
に
共
通
し

「
秘
書
ト
ハ
或
説
ニ
寸
片
紙
ト
云
ハ
非
）
14
（
也
」
と
し
、
切
紙
で
は
な
い

と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
仏
祖
の
伝
灯
と
は
、「
竺
土
大
仙
心
東

西
密
相
付
」（『
参
同
契
』）
と
し
て
相
伝
さ
れ
た
瞿
曇
の
正
脈
そ
の
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も
の
で
あ
り
、「
佛
祖
單
傳
之
不
立
文
字
底
一
齊
ニ
秘
書
ト
称
ス
。

舌
頭
路
絶
シ
了
レ
）
15
（
リ
」
と
し
た
。
つ
ま
り
、
切
紙
の
価
値
に
重
き
を

置
か
ず
に
、
む
し
ろ
、
一
切
の
文
字
・
言
句
が
絶
し
た
と
こ
ろ
に
こ

そ
、「
秘
書
」
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。『
密
示
聞
記
』
で
は
面
山

自
身
が
自
ら
切
紙
を
作
り
直
し
た
こ
と
に
言
及
し
、『
洞
上
室
内
訓

訣
』（『
曹
全
』「
室
中
」
所
収
）
は
面
山
に
よ
る
口
訣
集
と
し
て
知

ら
れ
る
が
、
そ
の
立
場
と
は
相
違
す
る
と
言
っ
て
良
い
。
だ
が
、
後

段
の
問
答
で
は
、「
寸
片
紙
」
へ
の
言
及
や
引
用
も
見
え
る
た
め
、

「
寸
片
紙
（
切
紙
・
断
紙
）」
が
原
理
的
に
否
定
さ
れ
た
の
か
否
か

は
、
慎
重
な
判
断
を
要
す
る
。

⑧
勃
陀
勃
地

　
本
書
で
は
こ
の
語
に
つ
い
て
、「
此
ハ
佛
語
也
」
と
し
、「
翻
訳
家

之
手
ニ
落
テ
、
文
ニ
句
ニ
此
義
ヲ
宣
ヘ
明
シ
矣
」
と
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
意
義
に
つ
い
て
は
簡
単
に
「
佛
陀
菩
提
全
ク
一
字
ノ

轉
）
16
（
也
」
と
す
る
の
み
で
、
本
項
で
は
思
想
的
に
深
め
て
は
い
な
い
。

　
し
か
し
、「
問
勃
駄
勃
地
」
項
に
て
、
或
る
問
者
に
答
え
る
形
で

再
論
し
て
い
る
た
め
、
本
論
で
も
後
に
詳
述
す
る
。

⑨
合
血

　「
合
血
」
と
は
道
元
『
正
法
眼
蔵
』「
嗣
書
」
巻
に
て
、
洞
下
の
嗣

書
を
記
す
際
の
作
法
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
）
17
（
る
が
、
本
書
で

も
そ
の
意
を
受
け
て
い
る
た
め
、
ま
ず
「
寸
片
紙
之
説
者
、
是
非
半

ハ
）
18
（
也
」
と
切
紙
で
相
伝
さ
れ
た
「
合
血
」
の
説
へ
疑
義
を
呈
し
、

「
嗣
書
」
巻
を
採
り
上
げ
、
日
月
星
辰
を
明
ら
か
に
し
て
嗣
法
さ
れ

る
と
き
、
必
ず
『
嗣
書
』
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
時
、
合

血
の
儀
も
あ
る
が
、
本
書
で
は
「
指
血
舌
血
者
、
資
ハ
輪
相
ヲ
書

シ
、
自
己
之
名
ヲ
闕
テ
、
之
ヲ
書
セ
ズ
、
師
之
ヲ
書
ス
。
證
契
卽
通

ハ
師
親
筆
也
。
此
レ
則
チ
合
血
）
19
（

也
」
と
し
た
。
つ
ま
り
、『
嗣
書
』

を
書
く
際
に
、
師
と
資
と
で
書
く
部
分
の
分
担
が
正
し
く
行
わ
れ
る

こ
と
を
「
合
血
」
だ
と
し
た
。
な
お
、『
正
法
眼
蔵
却
退
一
字
参
』

「
嗣
書
」
巻
に
は
、
こ
の
「
合
血
」
の
解
釈
は
見
え
な
い
。

　
そ
し
て
、
特
に
批
判
さ
れ
た
説
は
、「
錯
テ
合
字
形
ヲ
認
、
師
資

ノ
血
、
是
如
ニ
合
成
ス
ル
之
會
ヲ
作
コ
ト
莫
。
此
ハ
表
信
而
）
20
（

已
」
と

し
た
。
つ
ま
り
、
切
紙
や
『
嗣
書
』
を
畳
ん
だ
際
に
書
く
「
合
」
字

形
で
も
な
け
れ
ば
、
本
当
に
血
液
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
行
う
儀

式
を
指
す
の
も
誤
り
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て

は
、「
最
初
入
室
之
時
、
灌
頂
受
職
ス
。
豈
血
脈
流
通
セ
ザ
ラ
ン
）
21
（
乎
」
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と
あ
っ
て
、
師
資
の
血
脈
は
こ
の
伝
法
道
場
に
入
室
し
た
と
き
に
既

に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
し
て
お
り
、
い
わ
ば
、
そ
れ
以
降
の
作

法
は
全
て
、
血
脈
が
通
じ
た
上
で
の
修
行
だ
と
い
え
る
。
資
が
道
場

へ
入
室
す
る
際
の
作
法
を
、「
面
授
」
巻
の
一
節
を
引
い
て
意
義
付

け
て
い
る
た
め
、
本
証
妙
修
的
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
。

⑩
入
室
之
夜
合
血
了
畢

　
本
項
以
降
は
、
伝
法
作
法
の
詳
細
な
口
訣
に
つ
い
て
論
じ
て
お

り
、
以
前
の
項
目
と
重
複
し
て
い
る
箇
所
も
多
い
が
、
特
に
採
り
上

げ
て
お
く
べ
き
事
柄
は
、「
合
血
了
畢
」
後
に
お
い
て
、
師
は
資
に

対
し
蜜
湯
を
飲
ま
せ
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
、「
佛
法
僧
寶
不
思
議
之
珍
味
、
比
況
ス
ル
ニ
未
ダ
足
リ
ズ
及
バ

ズ
ト
雖
モ
、
而
モ
飲
ミ
了
テ
自
知
ス
ル
コ
ト
」
と
あ
っ
て
、
も
し
資

が
未
だ
に
得
ざ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
三
宝
不
思
議
の
蜜
湯

を
飲
ま
せ
る
こ
と
で
、
妙
味
た
る
真
実
を
知
ら
し
め
る
目
的
が
あ
る

と
い
う
。
敢
え
て
「
佗
室
ニ
ハ
此
湯
無
）
22
（
カ
」
と
し
て
、
自
派
の
特
徴

だ
と
示
し
て
い
る
。

　
な
お
、
瞎
道
が
付
し
た
も
の
か
は
不
明
だ
が
、
本
書
本
項
頭
注
で

は
、「
蜜
湯
」
は
「
醍
醐
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
最
も

得
難
い
仏
法
の
真
実
だ
と
解
釈
し
て
お
り
、
そ
れ
を
師
か
ら
飲
ま
せ

て
貰
う
こ
と
で
、
資
の
内
に
仏
法
の
真
実
を
獲
得
さ
せ
る
意
図
も
あ

る
と
理
解
で
き
よ
う
。

⑪
『
三
物
』
書
式
参
究

　
本
書
一
〇
丁
裏
よ
り
、『
三
物
』
の
書
式
に
関
す
る
参
究
に
入
っ

て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
経
緯
と
し
て
は
、
作
法
書
内
に
見
え
る
礼
拝

の
数
は
、
か
な
り
独
特
で
あ
る
。
特
に
、
師
資
間
で
室
内
伝
授
物
を

遣
り
取
り
す
る
場
合
の
拝
数
は
容
易
に
理
解
が
及
ば
な
い
。
本
書
で

は
礼
拝
数
に
つ
い
て
指
摘
す
る
中
で
、
畢
竟
は
「
師
資
同
、
奇
特
之

一
拜
ニ
帰
ス
ル
而
已
、
箇
ノ
一
拜
ニ
表
ス
ル
也
。
師
資
同
萬
法
歸
一

之
卍
相
中
ニ
入
ル
コ
ト
）
23
（

ヲ
」
と
あ
っ
て
、
脈
絡
は
不
明
だ
が
、『
大

事
図
』
の
円
相
（
卍
相
）
の
話
に
な
り
、
以
下
、
同
図
の
各
円
相
に

つ
い
て
の
解
釈
が
進
む
。
な
お
、
各
円
相
は
、「
十
方
己
心
唯
心
寂

光
三
界
淨
土
等
ト
曰
フ
。
箇
ノ
裡
之
己
心
唯
心
ハ
同
體
異
名
乎
」
と

あ
っ
て
、
心
に
種
々
相
が
あ
っ
て
、
し
か
も
各
々
は
同
體
異
名
で
あ

る
こ
と
を
い
う
。
ま
ず
、「

且
ク
己
心
淨
土
也
」
と
あ
っ
て
、
自

己
の
心
が
そ
の
ま
ま
浄
土
で
あ
る
と
す
る
。
以
下
、「
○
且
ク
唯
心
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淨
土
也
」
と
あ
り
、
単
純
な
一
円
相
は
唯
心
が
そ
の
ま
ま
浄
土
で
あ

る
こ
と
を
示
し
、「
二
ツ
ノ
圓
相
也
。
究
竟
ナ
ル
者
、
寂
光
妙
土

也
」
と
あ
っ
て
、
二
重
の
円
相
は
寂
光
妙
土
で
あ
る
と
い
う
。
し
か

し
、「
寂
光
妙
土
娑
婆
界
ト
曰
フ
。
寂
光
土
ハ
則
且
ク
●
〈
昆
侖
〉

裡
許
）
24
（
也
」
と
あ
っ
て
、
寂
光
妙
土
は
無
分
別
で
あ
る
か
ら
、
娑
婆
界

に
な
っ
て
い
き
、
黒
円
相
で
示
す
よ
う
に
、
こ
の
浄
土
と
娑
婆
界

（
三
界
）
と
が
、
回
互
不
回
互
に
交
参
す
る
と
こ
ろ
に
、
如
来
出
世

の
一
大
事
因
縁
の
本
道
場
と
し
て
の
三
界
が
あ
る
と
い
う
。
既
に
、

「
嬰
兒
行
」
の
項
で
紹
介
し
た
、
瞿
曇
か
ら
俗
名
へ
と
戻
る
と
い
う

流
れ
そ
の
も
の
を
、『
大
事
図
』
の
各
円
相
に
当
て
嵌
め
て
い
る
と

い
え
る
。
こ
れ
は
、
生
仏
二
項
の
間
で
解
釈
す
る
『
三
物
秘
弁
』
と

も
、
正
偏
五
位
説
で
解
釈
す
る
『
密
示
聞
記
』
の
態
度
と
も
異
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
続
け
て
『
血
脈
』『
嗣
書
』
の
参
究
を
進
め
て
い
る
が
、

こ
の
両
者
に
つ
い
て
「
戒
脈
ハ
則
方
ニ
シ
テ
而
圓
也
。
法
脈
則
圓
ニ

シ
テ
而
方
）
25
（
也
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
不
可
分
な
関
係
を
示
し
て
い
る
け

れ
ど
も
、
書
式
は
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
因
ん
だ
問
答
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。

　
　
　
問
、
方
圓
頂
上
○
者
。

　
　
　
答
、
當
ニ
受
戒
口
訣
中
ニ
述
ス
ベ
シ
。
而
レ
ド
モ
今
ニ
之
ヲ

畧
述
セ
ン
。
夫
、
新
受
戒
ノ
面
孔
、
蓮
臺
上
ニ
開
ク
。
故
、
天

上
人
間
稱
獨
尊
ト
曰
フ
。
更
ニ
還
リ
歸
テ
○
頂
上
ニ
入
ル
者
、

佛
祖
已
前
血
脈
ヲ
通
ス
。
故
ニ
○
ノ
下
ニ
於
、
本
師
佛
ト

書
）
26
（
ス
。

　
こ
の
問
答
は
、『
血
脈
』
の
図
で
、
釈
尊
の
上
に
あ
る
円
相
の
意

義
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
。『
血
脈
』
を
「
戒
脈
」
で
あ
る

と
言
い
換
え
て
い
る
瞎
道
は
、
本
来
は
「
受
戒
口
訣
中
」
に
て
述
べ

る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
敢
え
て
『
三
物
』
に
因
ん
で
、
本
書
本
項
に
て

述
べ
て
い
る
。
な
お
、
本
書
に
続
く
『
禅
戒
口
訣
或
問
』
で
も
「
受

戒
と
伝
戒
の
問
題
」
を
論
じ
る
中
で
、
本
書
同
様
の
『
血
脈
』
書
式

に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
る
た
め
、
瞎
道
が
「
受
戒
口
訣
中
」
と
述
べ

る
の
は
同
書
を
意
味
し
て
い
る
。
な
お
、「
舊
来
寸
片
紙
ノ
中
、
指

南
車
ヲ
転
ス
、
往
テ
御
）
27
（

焉
」
と
あ
り
、『
血
脈
』
に
関
す
る
切
紙
に

つ
い
て
、「
旧
来
の
指
南
車
」
と
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
「
御
」
す

る
よ
う
に
説
い
て
い
る
た
め
、
批
判
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　『
嗣
書
』
に
つ
い
て
だ
が
、
以
下
の
問
答
か
ら
解
釈
が
進
む
。

　
　
　
問
、
法
脈
之
中
、
四
七
名
字
、
翻
不
翻
有
者
。

　
　
　
答
、
且
ク
吾
吉
祥
高
祖
之
嗣

真
讀
（
原
文
マ
マ
だ
が
、
頭
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注
に
「
讀
当
作
蹟
」
と
あ
っ
て
、
そ
れ
が
正
し
い
）
ヲ
拜
シ
テ

而
須
其
ノ
疑
情
ヲ
止
ム
ベ
シ
。
其
畧
シ
テ
圖
様
之
文
寫
ス
。

今
、
後
ニ
記
ス
。
汗
ニ
触
ル
勿
）
28
（
焉
。

　『
法
脈
』
が
『
嗣
書
』
の
こ
と
だ
が
、「
四
七
名
字
」
と
あ
る
た
め

西
天
二
八
祖
の
名
前
に
つ
い
て
、
翻
訳
さ
れ
た
者
と
さ
れ
て
い
な
い

者
が
あ
る
の
は
何
故
か
と
聞
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
瞎
道
の
答
え

は
、「
吉
祥
高
祖
之
嗣
書
」
を
拝
読
し
て
、
自
分
の
疑
問
を
止
め
る

べ
き
だ
と
促
し
て
い
る
。

⑫
吉
祥
高
祖
之
嗣
書
（
原
文
は
「
嗣
」
の
み
、
誤
写
か
）

　
瞎
道
が
『
嗣
書
』
参
究
の
基
準
と
し
て
提
示
し
た
の
が
、「
吉
祥

高
祖
之
嗣
書
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
永
平
寺
に
て
収
蔵
さ
れ
る

永
平
道
元
将
来
と
さ
れ
る
『
嗣
書
』
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
瞎
道
は
前
項
で
示
し
た
通
り
、『
法
脈
（
嗣
書
）』
に
書
か

れ
る
祖
師
名
に
つ
い
て
注
目
し
、「
婆
須
密
多
」「
馬
鳴
尊
者
」「
龍

樹
和
尚
」「
獅
子
尊
者
」「
二
祖
大
師
」
に
つ
い
て
、
道
元
『
嗣
書
』

の
記
名
法
を
示
し
て
い
る
。
転
じ
て
い
え
ば
、
そ
れ
程
に
道
元
『
嗣

書
』
の
記
述
は
異
例
な
場
合
が
多
い
と
い
え
、
特
に
「
馬
鳴
尊
者
」

を
示
す
と
思
わ
れ
る
「
阿
那
菩
底
」
は
漢
訳
文
献
に
同
名
が
見
え
な

い
と
い
う
特
異
な
記
述
で
あ
る
。
な
お
、
筆
者
の
管
見
で
は
、
江
戸

元
禄
期
ま
で
に
書
か
れ
た
『
嗣
書
』
を
見
る
限
り
、
多
く
馬
鳴
は
馬

鳴
（
具
体
的
に
は
馬
鳴
勃
陀
勃
地
）
と
書
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
面
山
が
開
い
た
永
福
庵
（
現
・
福
井
県
小
浜
市
）
に
収
蔵
さ
れ

る
面
山
『
嗣
書
』（
損
翁
宗
益
よ
り
伝
付
）
と
、
面
山
が
資
・
衡
田

祖
量
に
伝
付
し
た
『
嗣
書
』
は
、
と
も
に
馬
鳴
を
「
虞
羅
毘
尼
勃
陀

勃
地
」
と
記
述
し
、
こ
ち
ら
も
特
異
な
記
述
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、「
馬
鳴
」
を
ど
の
よ
う
に
記
載
す
る
か
は
、『
嗣
書
』
書
式
研
究

の
上
で
最
大
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
が
、
現
状
「
阿
那
菩
底
」
が
一

般
的
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
期
以
降
の
道
元
『
嗣
書
』
研
究
の
結
果

と
い
え
る
。
無
論
、
そ
の
是
非
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
べ

き
で
、
道
元
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
祖
」
巻
、
瑩
山
紹
瑾
『
伝
光
録
』

「
第
一
二
祖
」
章
も
と
も
に
「
馬
鳴
」
と
示
さ
れ
る
事
実
か
ら
す
れ

ば
、「
阿
那
菩
底
」
と
書
か
れ
た
道
元
『
嗣
書
』
の
出
所
に
つ
い

て
、
批
判
的
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
本
書
で
は
更
に
、『
嗣
書
』
の
地
絹
、
縦
横
の
長
さ
、
中

心
の
祖
師
方
の
名
前
が
記
さ
れ
た
円
相
の
紹
介
（
併
せ
て
円
相
内
の

名
前
を
書
い
た
人
を
推
定
）、
下
段
文
（
併
せ
て
押
印
の
配
置
も
紹

介
）、
中
心
の
釈
迦
牟
尼
勃
陀
勃
地
に
つ
い
て
の
指
摘
な
ど
を
挙
げ
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て
お
り
、
そ
の
記
載
は
永
平
寺
所
蔵
の
『
嗣
書
』
と
一
致
す
る
。

　
そ
の
上
で
注
意
し
た
い
の
が
、
瞎
道
は
自
分
が
拝
覧
し
た
道
元

『
嗣
書
』
の
書
式
等
を
記
し
た
後
で
、「
右
圓
滿
覺
性
禅
師
之
親
繕

寫
）
29
（
也
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
円
満
覚
性
禅
師
」
と
は
永

平
寺
四
一
世
・
義
晃
雄
禅
（
一
六
七
一
〜
一
七
四
〇
）
の
こ
と
で
あ

り
、
永
平
寺
へ
は
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
か
ら
遷
化
す
る
時
ま
で

住
持
の
位
に
あ
っ
た
人
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
道
元
『
嗣
書
』
に
関
す
る
所
見
を
記
し
て
お
き
た
い
。

従
来
よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
と
し
て
、
道
元
の
古
伝
に
は
、
道
元
が
伝

え
た
と
さ
れ
る
『
嗣
書
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
記
載
が
無
い
。
例

え
ば
、
一
三
〇
〇
年
ご
ろ
提
唱
の
瑩
山
『
伝
光
録
』「
第
五
一
祖
」

章
で
は
、『
正
法
眼
蔵
』「
嗣
書
」
巻
か
ら
引
用
さ
れ
、
道
元
が
中
国

で
拝
覧
し
た
『
嗣
書
』
の
様
子
を
伝
え
る
が
、「
嗣
書
」
巻
同
様
に

道
元
将
来
の
『
嗣
書
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
何
も
書
か
れ
て
い
な

い
。
そ
の
後
、
永
平
寺
一
四
世
・
建
撕
（
一
四
一
五
〜
一
四
七
四
）

が
永
平
寺
所
蔵
の
文
書
を
用
い
て
編
集
し
た
『
永
平
開
山
行
状
（
通

称
・
建
撕
記
）』
で
も
、
道
元
『
嗣
書
』
へ
の
言
及
は
無
い
。

　
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
急
激
に
道
元
『
嗣
書
』
に
関
す

る
記
述
が
増
え
て
く
る
。

　
・
享
保
年
中
、
三
州
龍
源
萬
光
和
尚
、
永
平
寺
に
安
居
し
、
特
願

し
て
高
祖
嗣
書
を
拝
見
書
写
し
来
た
り
、
余
に
示
す
。

 
 

『
三
物
秘
）
30
（
弁
』

　
・
師
四
十
八
歳
、
二
月
末
例
に
依
り
て
越
の
祖
山
に
上
り
、
進
山

の
儀
を
伸
ぶ
。
因
み
に
天
童
の
永
平
に
授
く
る
所
の
嗣
書
を
拝

覧
す
る
こ
と
を
請
う
。
乃
ち
『
法
脈
賛
』
を
述
し
て
、
時
に
玄

洞
知
事
に
託
し
、
法
脈
を
供
養
す
る
の
斎
を
設
く
。

 

　『
永
福
面
山
和
尚
年
譜
』「
享
保
十
五
年
庚
）
31
（

戌
」

　
こ
の
よ
う
に
、
永
平
寺
が
所
蔵
し
公
開
さ
れ
た
道
元
『
嗣
書
』
に

関
し
て
は
、「
享
保
年
間
」
と
い
う
年
代
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
以
前
に
は
関
連
す
る
記
述
が
見
当
た
ら
ず
、
こ
の
時
代
以
降
に

増
え
る
と
い
う
の
は
、
当
時
の
住
持
で
あ
っ
た
三
九
世
・
承
天
則
地

（
一
六
五
五
〜
一
七
四
四
、
享
保
元
年
〜
一
四
年
ま
で
住
持
）
か
四

〇
世
・
大
虚
喝
玄
（
一
六
六
一
〜
一
七
三
六
、
享
保
一
四
年
以
降
住

持
）
の
頃
に
、
道
元
『
嗣
書
』
に
つ
い
て
何
か
し
ら
の
手
当
て
が
行

わ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
書
で
道
元
『
嗣

書
』
書
式
を
記
し
た
後
に
「
親
繕
写
」
し
た
と
指
摘
さ
れ
る
義
晃
雄

禅
は
、
大
虚
の
次
の
住
持
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
頃
に
永
平
寺
の
室
中

文
書
を
整
備
す
る
事
情
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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面
山
は
『
密
示
聞
記
』
で
、
義
晃
雄
禅
に
永
平
寺
で
謁
参
し
た
際

に
拝
覧
し
た
、
道
元
―
懐
奘
間
で
伝
授
さ
れ
た
『
大
事
』
に
つ
い
て

指
摘
し
て
い
る
。
面
山
自
身
は
、
自
ら
著
し
た
『
訂
補
建
撕
記
』
に

そ
の
こ
と
を
載
せ
た
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
義
晃
か
ら
許
可
が
下
り
な

か
っ
た
と
い
）
32
（
う
。
こ
の
道
元
―
懐
奘
間
の
『
大
事
』
も
、
従
来
見
ら

れ
な
い
文
書
で
あ
り
詳
細
は
不
明
だ
が
、
果
た
し
て
真
実
に
そ
の
よ

う
な
も
の
が
道
元
の
時
代
に
存
在
し
た
も
の
か
否
か
。
面
山
は
道
元

真
筆
だ
と
断
定
し
て
い
る
が
、
実
物
が
無
い
以
上
、
何
と
も
判
断
が

で
き
な
い
。

　
ま
た
、
本
書
で
は
瞎
道
が
、
道
元
『
嗣
書
』
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
理
由
と
し
て
、
以
下
の
一
節
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　
右
三
州
宝
飯
郡
萩
村
虎
嶽
山
龍
源
寺
現
住
宝
園
㚑
𧯴
長
老
之
ヲ

寫
シ
而
吾
門
派
之
長
老
等
ヲ
シ
テ
吉
祥
室
中
之
古
蹟
ヲ
知
ラ
シ

ム
。
彼
師
者
、
予
舊
友
）
33
（

也
。

　
こ
の
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
宝
園
霊
樹
が
道
元
『
嗣
書
』
を
入
手

し
、
そ
れ
を
写
し
て
同
派
の
長
老
達
に
配
布
し
た
と
い
う
こ
と
な
の

だ
ろ
う
。
な
お
、
先
に
挙
げ
た
『
三
物
秘
弁
』
に
見
え
る
萬
光
道
輝

と
宝
園
は
同
じ
三
河
龍
源
寺
の
住
持
（
萬
光
が
一
三
世
、
宝
園
が
一

四
世
）
で
あ
り
、
よ
っ
て
、
宝
園
が
入
手
し
た
も
の
も
萬
光
書
写
の

『
嗣
書
』
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
不
明
と
な
る

の
が
義
晃
雄
禅
の
「
親
繕
写
」
の
位
置
付
け
な
の
だ
が
、
こ
こ
で
は

義
晃
書
写
の
『
嗣
書
』
そ
の
も
の
か
、「
書
式
に
関
す
る
書
き
付

け
」
が
流
布
し
て
い
た
可
能
性
の
み
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

⑬
問
勃
駄
勃
地

　「
勃
陀
勃
地
（
勃
駄
勃
地
）」
の
意
義
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
瞎
道

は
、
同
語
に
つ
い
て
詳
細
に
答
え
て
い
る
。
質
問
さ
れ
た
経
緯
に
つ

い
て
は
、『
嗣
書
』
書
式
参
究
の
上
で
欠
か
せ
な
い
同
語
に
つ
い

て
、
そ
の
意
義
を
質
し
て
お
き
た
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
瞎
道
か
ら
の
回
答
は
主
と
し
て
二
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
つ
は
、「
勃
陀
勃
地
」
を
梵
字
に
ま
で
還
元
し
、
そ
の
上
で
中

国
に
お
け
る
訳
語
の
問
題
を
取
り
扱
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

際
に
梵
字
に
対
し
て
な
さ
れ
た
密
教
的
解
釈
（
円
伊
の
三
点
な
ど
）

を
付
し
な
が
ら
、「
禅
門
戒
壇
」
に
登
壇
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
勃
陀

勃
地
」
の
意
義
を
、
自
ら
体
得
す
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し

て
、「
勃
陀
ハ
唯
佛
ニ
シ
テ
而
師
面
孔
也
。
勃
地
ハ
與
佛
ニ
シ
テ
而

資
皮
肉
」
と
し
て
そ
の
一
体
な
る
様
子
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
道
元
『
嗣
書
』
は
、
道
元
の
名
の
み
「
新
道
元
」
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と
し
て
「
勃
陀
勃
地
」
を
付
け
な
い
が
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
の
指

摘
が
さ
れ
て
い
る
。

　
　
而
、
位
々
同
ク
勃
駄
勃
地
ト
稱
ス
。
唯
獨
リ
新
戒
ノ
ミ
稱
セ
ザ

ル
ハ
佗
ノ
故
無
シ
、
新
戒
ト
稱
ス
ル
故
而
已
。
宗
門
之
戒
脈
者

正
法
眼
藏
也
。
故
戒
律
ヲ
先
ト
為
ス
ト
曰
フ
。
四
七
二
三
ノ
祖

師
旧
ヨ
リ
来
カ
タ
如
上
之
佛
戒
ヲ
受
持
ス
。
當
ニ
知
ル
ベ
シ
、

受
持
之
戒
法
者
、
命
脈
一
尖
也
）
34
（
ト
。

　
宗
門
の
仏
戒
を
正
式
に
受
け
嗣
い
だ
ば
か
り
の
「
新
戒
」
だ
か
ら

こ
そ
、「
新
○
○
」
と
し
「
勃
陀
勃
地
」
を
付
け
な
い
と
、
瞎
道
は

主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
面
山
は
能
登
酒
見
龍
護
寺
に
て

当
時
か
ら
三
〇
〇
年
前
の
『
嗣
書
』
を
拝
覧
し
た
と
し
、
そ
の
際
に

は
受
者
の
名
前
に
つ
い
て
「
○
○
勃
陀
勃
地
」
と
あ
っ
た
と
し
た

が
、
こ
れ
は
如
浄
―
道
元
間
で
授
与
さ
れ
た
と
い
う
『
嗣
書
』
と
書

式
が
合
っ
て
い
な
い
と
す
る
（『
密
示
聞
）
35
（

記
』）。
し
か
し
、
そ
れ
は

永
平
寺
に
よ
る
道
元
『
嗣
書
』
の
公
開
・
流
布
以
前
の
多
様
な
書
式

を
物
語
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
宗
門
『
嗣
書
』
成
立
史
の
観
点
か
ら
は

見
逃
せ
な
い
指
摘
と
い
え
る
。
ま
た
、
瞎
道
は
新
戒
と
し
て
本
師
よ

り
戒
脈
を
受
け
る
と
き
の
問
答
を
記
載
し
て
い
る
。

　
　
　
又
ハ
正
中
妙
挟
正
明
不
露
ト
曰
者
裡
、
還
、
是
如
ノ
不
可
思

議
ノ
面
孔
ヲ
具
ス
ル
底
有
麼
。

　
　
　
高
聲
ニ
喝
シ
テ
云
ン
、
新
戒
本
光
）
36
（
ト
。

　
こ
れ
は
、『
宝
鏡
三
昧
』
の
一
節
を
採
り
上
げ
、
言
葉
や
思
念
の

及
ば
な
い
「
面
孔
（
本
来
の
面
目
）」
を
、
資
（
受
者
）
が
具
え
て

い
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
師
の
問
い
に
対

し
て
は
、
高
声
に
喝
し
て
「
新
戒
○
○
（
受
者
自
身
の
名
）」
と
答

え
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
不
可
思
議
の
面
孔
が
、
思
慮

を
絶
し
て
師
の
前
に
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
本
書
の
特
徴
と
し
て
、
瞎
道
の
本
師
で
あ
る
指
月
慧
印
に
対
し
て

の
言
及
が
無
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
短
い
一
節
に
、

瞎
道
自
身
が
経
験
し
た
で
あ
ろ
う
師
資
の
親
し
い
遣
り
取
り
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

⑭
烏
八
旧
（
臼
）

　「
烏
八
旧（
臼
）」
と
は
、
墓
石
や
塔
婆
に
書
か
れ
た
文
字
で
あ
る

「
（
羝
）」
の
こ
と
を
指
す
。
同
字
を
解
字
し
て
「
烏
八
旧
（
臼
）」

と
い
う
。
宗
門
で
伝
授
さ
れ
た
切
紙
に
「
（
羝
）字
」
が
あ
り
、
そ

の
消
息
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
同
切
紙
で
は
「
古
左
傳
曰
、
烏
是
三

界
唯
一
心
、
𠔒
ハ
三
世
不
可
得
）
37
（
也
」
と
示
す
の
み
で
、
内
容
は
知
ら
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れ
な
い
。
そ
の
点
、
瞎
道
の
提
唱
は
極
め
て
詳
細
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
質
問
さ
れ
た
経
緯
だ
が
、「
吾
門
舊
来
ヨ
リ
塔
婆
ノ
頂
𩕳

ニ
一
箇
之
字
ヲ

シ
テ
而
諸
ヲ
烏
八
臼
ト
讀
ミ
、
因
縁
ヲ
附
シ
テ
婆

羅
門
具
縛
之
事
ト
為
。
請
フ
、
之
ヲ
説
）
38
（
ケ
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
も
前

項
の
「
勃
陀
勃
地
」
同
様
に
、
意
味
が
難
解
で
あ
っ
た
た
め
に
問
者

が
尋
ね
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
瞎
道
は
「
爾
ノ
縁
、
未
ダ
之
ヲ
見
ザ
ル
、
而
ニ
具
縛

者
、
具
煩
悩
者
之
總
名
）
39
（

也
」
と
し
、
伝
え
ら
れ
た
縁
起
に
つ
い
て
は

深
い
関
心
を
示
さ
ず
、
ま
た
、
或
る
人
か
ら
聴
い
た
こ
と
と
し
て
、

室
内
の
寸
片
紙
の
中
に
「

字
」
が
あ
る
と
は
す
る
が
、「
之
ヲ
疑

フ
コ
ト
尚
シ
」
と
し
た
。
更
に
愚
か
な
者
は
『
大
随
求
陀
羅
尼
経
』

の
中
に
似
た
よ
う
な
「
鵮
」
字
を
見
出
し
た
り
、
寸
片
紙
で
は

「

」
字
を
「
烏
八
旧
」
と
三
字
に
分
け
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
と

も
に
誤
り
で
あ
る
と
し
た
。
特
に
、
前
者
の
「
鵮
」
字
に
つ
い
て

は
、
陀
羅
尼
本
来
の
梵
字
の
意
義
に
ま
で
戻
り
、
従
来
瞎
道
が
聞
い

て
い
た
諸
説
を
出
し
て
、
各
説
は
大
い
に
混
乱
し
て
い
る
と
し
た
。

ま
た
、
こ
の
問
者
が
述
べ
た
「
具
縛
婆
羅
門
」
の
説
に
つ
い
て
は

「
牽
合
附
會
ノ
説
」
と
し
、
問
者
に
対
し
「
真
説
ヲ
撿
セ
ヨ
」
と
更

な
る
参
究
を
促
し
た
の
で
あ
っ
た
。
瞎
道
の
答
え
を
総
合
す
れ
ば
、

塔
婆
・
墓
石
な
ど
の
上
部
に
「

」
字
を
書
く
こ
と
自
体
を
否
定
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
問
者
は
更
に
、「
塔
婆
ノ
頂
𩕳
ニ
種
々
之
形
色
ヲ
畫

ス
、
什
麼
ノ
模
様
ゾ
。
請
師
、
予
ガ
為
ニ
之
ヲ
説
）
40
（
ケ
」
と
尋
ね
た
。

　
瞎
道
の
返
答
は
、「
爾
ク
往
々
焉
ヲ
看
ル
、
功
德
𧚿
ノ
頂
𩕳
ニ

 

等
之
種
々
ノ
梵
形
ヲ
畫
シ
テ
、
而
自
ラ

伊
字
ノ
三

點
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
）
41
（
ズ
」
と
し
、
諸
説
は
い
た
ず
ら
に
余
計
な
解
釈

を
付
し
て
い
る
が
、「
上
来
種
々
ノ
邪
解
、
又
佗
無
シ
、
梵
字
ヲ
知

ラ
ザ
ル
ガ
之
致
所
）
42
（

也
」
と
批
判
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
瞎
道
本
人
は

梵
字
に
つ
い
て
か
な
り
の
自
信
を
持
つ
ほ
ど
に
習
学
し
て
い
た
こ
と

が
伺
え
る
。

　
そ
し
て
、
塔
婆
の
上
部
に
書
く
べ
き
文
字
に
つ
い
て
、「
正
義
」

を
説
い
て
く
れ
る
こ
と
を
更
に
願
っ
た
問
者
に
対
し
、
瞎
道
は
旧
師

か
ら
の
伝
承
と
し
て
、「

伊
字
」
を
書
く
べ
き
と
し
、
具
体
的
に

は
「

 

字
ヲ

シ
テ
佛
法
僧
一
體
三
宝
之
文
字
ヲ

シ
テ
自
ラ
純

黒
ノ
形
ヲ
成
）
43
（
ス
」
べ
き
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。
理
由
と
し
て
は
、
そ

の
「
純
黒
」
の
中
に
、
種
々
の
色
形
を
具
す
る
た
め
で
あ
り
、
亡
き

人
を
弔
う
塔
婆
に
功
徳
の
聚
を
示
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
道
理

を
正
し
く
表
現
す
る
べ
き
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。
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以
上
か
ら
、
い
た
ず
ら
に
形
式
に
と
ら
わ
れ
ず
、
誤
伝
に
も
と
ら

わ
れ
ず
、
真
実
を
行
う
べ
き
こ
と
を
説
こ
う
と
し
た
瞎
道
の
教
育
者

的
態
度
が
良
く
見
え
る
問
答
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
な
お
、
こ
の
答
え
を
聞
き
、「
問
ノ
具
壽
、
焼
香
三
拜
而
退
ク
」

と
あ
り
、
納
得
し
て
退
い
た
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

五
、
結
　
論

　
本
論
で
は
、
瞎
道
本
光
著
『
室
内
聯
灯
秘
訣
』
の
検
討
を
通
し

て
、
瞎
道
が
伝
え
た
室
内
の
作
法
や
口
伝
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
従

来
、『
伝
法
室
内
式
』
の
口
訣
に
つ
い
て
は
、
万
仞
『
三
物
秘
弁
』

が
特
に
用
い
ら
れ
、
一
部
に
面
山
『
密
示
聞
記
』
が
参
照
さ
れ
て
い

た
が
、
本
研
究
を
通
し
て
、
瞎
道
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
本
書
も
ま

た
、
参
究
さ
れ
る
べ
き
内
容
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　
そ
こ
で
、
本
書
の
特
徴
を
示
せ
ば
、
瞎
道
は
室
内
の
口
訣
を
示
す

に
及
び
、「
寸
片
紙
（
切
紙
・
断
紙
）」
の
見
解
を
批
判
し
た
。
ま

た
、
部
分
的
に
は
永
平
道
元
『
正
法
眼
蔵
』
の
見
解
を
依
用
し
て
、

室
内
の
儀
軌
を
道
元
の
説
い
た
宗
旨
に
よ
っ
て
解
釈
し
よ
う
と
し

た
。
こ
こ
か
ら
は
、
瞎
道
も
ま
た
、
宗
学
復
古
に
尽
力
し
た
祖
）
44
（
師
で

あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
ま
た
、「
勃
陀
勃
地
」「
烏
八
旧
（
臼
）」
な
ど
、
一
見
し
て
理
解

し
難
い
用
語
に
つ
い
て
は
、「
寸
片
紙
」
を
批
判
し
つ
つ
、
典
拠
と

な
る
経
文
・
陀
羅
尼
に
当
た
っ
て
正
義
を
示
し
、
特
に
陀
羅
尼
に
つ

い
て
は
、
本
来
の
梵
字
に
翻
訳
し
て
提
唱
し
た
。
そ
こ
に
は
、
瞎
道

自
身
の
梵
字
へ
の
広
い
習
学
が
基
本
に
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
面
山
瑞
方
も
同
様
の
手
法
で
室
内
の
儀
軌
や
意

義
を
再
構
築
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
同
じ
立
場
に
立
つ
と
見
て
良

い
。
し
か
し
、「
室
内
三
物
」
に
つ
い
て
は
、
面
山
は
瞎
道
よ
り
も

更
に
多
く
の
資
料
を
拝
覧
・
渉
猟
し
て
お
り
、
特
に
「
峨
山
派
の
口

訣
」
を
強
調
す
る
べ
く
、
面
山
が
見
聞
し
た
資
料
や
口
訣
を
、
そ
の

提
供
し
た
当
人
の
名
前
や
法
系
を
挙
げ
て
示
し
、
伝
統
的
に
遡
及
す

る
こ
と
で
、
自
ら
の
見
解
の
根
拠
を
補
強
し
て
い
る
。
瞎
道
は
、
伝

統
へ
の
遡
及
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
配
慮
が
見
ら
れ
な
い
と
い
っ
て

良
い
。

　
ま
た
、
面
山
も
瞎
道
も
と
も
に
、
自
身
の
本
師
か
ら
の
口
訣
を
示

す
と
い
う
態
度
は
採
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
室
内
に
関
す
る
自
身

の
発
言
は
当
然
に
本
師
か
ら
の
伝
承
だ
と
い
う
自
明
さ
の
故
な
の

か
、
本
師
か
ら
の
伝
承
で
は
な
く
自
身
が
各
地
で
参
学
し
て
得
た
口

訣
で
あ
る
か
ら
な
の
か
、
容
易
に
判
断
は
付
か
な
い
。
面
山
の
本
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師
・
損
翁
宗
益
（
一
六
四
九
〜
一
七
〇
五
）
も
、
瞎
道
の
本
師
・
指

月
慧
印
も
と
も
に
宗
乗
家
・
学
僧
と
し
て
名
前
の
残
る
人
で
あ
る
。

ま
た
、
宗
統
復
古
運
動
に
直
接
関
わ
っ
た
損
翁
は
、
室
内
の
儀
軌
や

口
訣
に
つ
い
て
も
当
然
詳
し
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
江

戸
時
代
当
時
の
室
内
学
形
成
や
伝
承
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
更
に
研

究
す
る
こ
と
を
付
言
し
て
、
本
論
を
終
え
る
。

註（
1
） 

河
村
孝
道
『
正
法
眼
蔵
の
成
立
史
的
研
究
』
附
編
「
第
二
章
『
正

法
眼
蔵
却
退
一
字
参
』
考
」
に
収
録
さ
れ
る
「
瞎
道
本
光
行
状
・
著
述

略
譜
」
を
参
照
し
た
（
同
著
、
七
四
七
〜
七
五
二
頁
）。

（
2
） 

本
論
で
は
、『
伝
法
室
内
式
』
に
お
け
る
作
法
の
比
較
を
行
う
。

な
お
、
当
該
作
法
書
に
つ
い
て
は
、
現
状
、
曹
洞
宗
宗
務
庁
で
定
め
た

も
の
を
使
用
す
る
こ
と
が
『
曹
洞
宗
宗
制
』「
曹
洞
宗
僧
侶
教
師
分
限

規
程
」
に
あ
る
。
ま
た
、
伝
法
作
法
を
行
ず
る
時
は
、
宗
務
庁
教
学
部

学
事
課
に
願
い
出
て
、
作
法
書
を
下
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
本
来

は
当
該
作
法
書
を
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
伝
法
を
終
え
た
曹
洞
宗
侶
以

外
に
は
ま
ず
目
に
触
れ
る
こ
と
が
無
い
た
め
、
資
料
と
し
て
、
石
川
力

山
『
禅
宗
相
伝
資
料
の
研
究
（
下
巻
）』（
六
一
九
〜
六
二
〇
頁
）
に
収

録
さ
れ
て
い
る
「
伝
法
室
内
之
式
」
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
た
め
挙

げ
て
お
く
。

（
3
） 

本
書
、
一
丁
裏

（
4
） 

本
書
、
三
丁
表

（
5
） 

『
全
集
二
』
五
七
頁

（
6
） 

『
曹
全
』「
室
中
」
一
二
二
頁
上

（
7
） 

と
も
に
本
書
、
三
丁
裏

（
8
） 

本
書
、
三
丁
裏

（
9
） 

本
書
、
三
丁
裏

（
10
） 

本
書
、
九
丁
裏

（
11
） 

『
日
域
曹
洞
室
内
嫡
嫡
秘
傳
密
法
切
紙
』「
丑
之
部
」、『
曹
全
』

「
拾
遺
」
四
九
七
頁
。
石
川
力
山
『
禅
宗
相
伝
資
料
の
研
究
（
下
）』
の

五
三
二
〜
五
四
三
頁
に
は
『
空
塵
書
』
に
関
連
す
る
数
本
の
「
切
紙
」

を
収
録
。

（
12
） 

本
書
、
五
丁
裏

（
13
） 

本
書
、
六
丁
表

（
14
） 

本
書
、
七
丁
裏

（
15
） 

本
書
、
七
丁
裏

（
16
） 

本
書
、
六
丁
裏
〜
七
丁
表

（
17
） 

「
合
血
」
に
つ
い
て
は
、「
い
ま
わ
が
洞
山
門
下
に
、
嗣
書
を
か
け

る
は
、
臨
済
等
に
か
け
る
に
は
、
こ
と
な
り
。
仏
祖
の
衣
裡
に
か
か
れ

る
を
、
青
原
高
祖
し
た
し
く
曹
渓
の
几
前
に
し
て
、
手
の
指
よ
り
浄
血

を
い
だ
し
て
か
き
、
正
伝
せ
ら
れ
け
る
な
り
。
こ
の
手
の
指
血
に
、
曹

渓
の
指
血
を
合
し
て
書
伝
せ
ら
れ
け
る
、
と
相
伝
せ
り
。
初
祖
・
二
祖

の
と
こ
ろ
に
も
、
合
血
の
儀
お
こ
な
は
れ
け
る
、
と
相
伝
す
」（『
正
法
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眼
蔵
』「
嗣
書
」
巻
、『
全
集
一
』
四
三
二
頁
）
と
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
瞎
道
は
「
合
血
」
を
「
血
脈
（
正
法
眼
蔵
の
異

名
）」
が
通
じ
た
こ
と
だ
と
し
、
重
視
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
論

「
瞎
道
本
光
『
大
智
偈
頌
関
東
辯
矣
』
の
研
究
」（『
禅
研
究
所
紀
要
』

第
四
四
号
、
二
〇
一
六
年
）
で
も
論
じ
た
た
め
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
18
） 

本
書
、
七
丁
表

（
19
） 

本
書
、
七
丁
裏

（
20
） 

本
書
、
七
丁
裏

（
21
） 

本
書
、
七
丁
裏

（
22
） 

本
書
、
八
丁
表

（
23
） 

本
書
、
一
〇
丁
裏

（
24
） 

『
大
事
図
』
の
各
円
相
へ
の
解
釈
は
本
書
一
一
丁
表
参
照
。

（
25
） 

本
書
、
一
一
丁
裏

（
26
） 

本
書
、
一
一
丁
裏
〜
一
二
丁
表

（
27
） 

本
書
、
一
二
丁
表

（
28
） 

本
書
、
一
二
丁
表

（
29
） 

本
書
、
一
三
丁
表

（
30
） 

『
曹
全
』「
室
中
」
一
四
四
頁
下
段

（
31
） 

『
曹
全
』「
語
録
三
」
八
二
八
頁
上
段
。
な
お
、
面
山
は
自
ら
拝
覧

し
た
道
元
『
嗣
書
』
に
つ
い
て
、『
永
福
面
山
和
尚
逸
録
』
巻
三
に
収

録
さ
れ
る
「
永
祖
高
祖
嗣
書
賛
併
引
」（『
続
曹
全
』「
語
録
二
」
五
九

三
〜
五
九
四
頁
）
に
お
い
て
、『
法
脈
賛
』
と
と
も
に
詳
し
く
記
す
。

（
32
） 

『
曹
全
』「
室
中
」
一
八
八
頁
上
〜
下
段

（
33
） 

本
書
、
一
三
丁
裏

（
34
） 

本
書
、
一
八
丁
表
〜
裏

（
35
） 

『
曹
全
』「
室
中
」
一
八
一
頁
上
〜
下
段

（
36
） 

本
書
、
一
八
丁
裏

（
37
） 

『
日
域
曹
洞
室
内
嫡
嫡
秘
傳
密
法
切
紙
』「
酉
之
部
」、『
曹
全
』

「
拾
遺
」
五
四
九
頁

（
38
） 

本
書
、
一
九
丁
表

（
39
） 

本
書
、
一
九
丁
表

（
40
） 

本
書
、
二
〇
丁
表

（
41
） 

本
書
、
二
〇
丁
表

（
42
） 

本
書
、
二
一
丁
表

（
43
） 

本
書
、
二
一
丁
裏

（
44
） 

宗
学
復
古
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
江
戸
時
代
初
期
の
『
正

法
眼
蔵
』
研
究
に
つ
い
て
」（『
禪
學
研
究
』
第
九
三
号
、
二
〇
一
五

年
）
参
照
。

参
考
資
料

『
室
内
聯
灯
秘
訣
』
は
愛
知
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
・
同
禅
研
究
所
配
架

（
請
求
番
号188.8/02854

）
の
江
戸
中
期
写
本
を
参
照
し
て
い
る
。
な

お
、
付
さ
れ
て
い
る
返
り
点
に
準
じ
て
読
み
下
し
、
漢
字
や
カ
ナ
は
一

部
を
除
い
て
底
本
に
従
っ
た
。

『
曹
洞
宗
全
書
』『
続
曹
洞
宗
全
書
』（
と
も
に
曹
洞
宗
宗
務
庁
）
な
お
、
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引
用
時
に
は
『
曹
全
』『
続
曹
全
』「
○
○
」
○
○
頁
○
段
と
し
、
巻
号

と
頁
数
の
み
で
略
記
し
て
い
る
。

永
平
道
元
の
著
作
は
春
秋
社
『
道
元
禅
師
全
集
』（
全
七
巻
）
か
ら
引

用
。
な
お
、
引
用
時
に
は
『
全
集
○
』
○
○
頁
と
し
、
巻
号
と
頁
数
の

み
で
略
記
し
て
い
る
。

『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』（
大
修
館
書
店
）
を
参
照
し
た
。
な
お
、
本

論
に
て
参
照
し
た
瞎
道
『
正
法
眼
蔵
却
退
一
字
参
』
は
一
八
巻
に
収
録

さ
れ
る
。

河
村
孝
道
『
正
法
眼
蔵
の
成
立
史
的
研
究
』
春
秋
社
・
一
九
八
七
年

石
川
力
山
『
禅
宗
相
伝
資
料
の
研
究
（
上
下
巻
）』
法
蔵
館
・
二
〇
〇
一

年
永
平
寺
史
料
全
書
編
纂
委
員
会
編
『
永
平
寺
史
料
全
書
（
禅
籍
篇
1
）』

吉
川
弘
文
館
・
二
〇
〇
四
年


